
(別紙報告様式）

鳥獣被害防止総合対策事業の評価報告（令和２年度報告）

１　事業評価報告

（協議会名） 目標値 実績値 達成率 目標値 実績値 達成率

イノシシ 箱わな購入   12基 神石高原町

神石高原町有害鳥獣 平成 ニホンザル くくりわな購入 　68基 有害鳥獣捕獲 H29.10～ 100%

捕獲対策協議会 29年度 アナグマ 対策協議会

ニホンジカ

イノシシ 箱わな購入   42基

神石高原町有害鳥獣 平成 ニホンザル H1.11～ 100%

捕獲対策協議会 30年度 アナグマ

ニホンジカ

イノシシ 箱わな購入   24基

神石高原町有害鳥獣 令和 ニホンザル くくりわな購入 142基 R1.9～ 100%

捕獲対策協議会 元年度 アナグマ

ニホンジカ

注１）被害金額及び被害面積の目標欄については，対象鳥獣及び目標値を記し，これに合わせて他の欄も記載してください。

注２）達成率の算出方法については「実績値（＝基準年値－実績値）／目標値（＝基準年値－目標値）」であるとして算出してください。

２　第三者の意見

注）第三者の名前・所属・役職等を記載のこと。

神石高原
町全域

神石高原
町全域

神石高原
町全域

コメント：東部農林水産事務所　林務課　自然保護係長　多賀谷篤
導入された箱わな,くくりわなの利用率・稼働率が高く，鳥獣被害防止対策として一定の効果を発揮していると判断できます。しかしながら，被害金額・面積ともに，実績値が目標値をおおきく上回っていることから，更なる工夫と対策を期待します。

利用率・
稼働率

事業効果

被害防止計画の目標と実績

被害金額 被害面積事業内容 事業量 管理主体
供用開始

時期

事業実施主体名
対象地域

箱わな，くくりわなを購入し，
貸し出すことによって捕獲活
動に役立っている。
捕獲数は増えているものの，
被害金額及び被害面積ともに
増えており，今後は捕獲隊の
人材育成と人員確保が課題
である。

有害鳥獣捕獲対策協議
会による防止対策及び
地域住民による被害防
止対策により，捕獲頭数
を増やし、イノシシの被
害の軽減を図ることがで
きた。

実施年度 対象鳥獣 事業実施主体の評価

市町名： 神石高原町

159万円 677万円 -1201.5% 3.50ｈａ 7.26ｈａ -279.8%

有害鳥獣捕獲対策協議
会による防止対策及び
地域住民による被害防
止対策により，捕獲頭数
を増やし、イノシシの被
害の軽減を図ることがで
きた。

有害鳥獣捕獲対策協議
会による防止対策及び
地域住民による被害防
止対策により，捕獲頭数
を増やし、イノシシの被
害の軽減を図ることがで
きた。
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